





























人口 17,250人（2016年 3月末現在）のうち 65歳以上の老年人口が 5,673人であり，約 33％が 65歳
以上の高齢者である．


































されている．委員は，医療関係 1名，福祉関係 3名，商工関係 2名，観光関係 3名，教育関係 2名，
























































2004年 3月 9日から 19日までの間に，「しずくいしデマンドタクシー運行事業」の導入について，
町内 74の全行政区を対象に説明会を開催している．この住民説明会は，デマンドタクシーという新
しい地域交通システムを説明する場であると同時に，そのサービス改善のための住民の意見収集の
場でもあった．説明会では，2004年 3月中に全 6路線を各 1往復モデル運行し，町内老人クラブ会
員の試乗も行う予定であること，2004年 10月末まで岩手県交通（株）から無償貸与された仮停留所
を使用すること，チケット販売の方法（回数券と定期券）などが案内された．利用料金は 2005年 3
月末までは一般利用者は 5km未満が 300円，5km以上が 400円，中高生及び 65歳以上高齢者は一






























































































































度が 3645万円，2016年度が 4563万円，2017年度が 4568万 4千円である．2015年度から 2016年度
に増額しているのは 2路線増線したためである．
そして NPO法人が，有限会社雫石タクシーに「あねっこバス」運行業務を委託している．運行委
託金額は，2014年度が 34,771,680円，2015年度が 32,805,000円，2016年度が 41,067,000円，2017
年度が 42,300,000円である．2015年度から 2016年度に増額しているのは 2路線増線したためである．
またチケット販売収入の全ては運営主体である NPO法人しずくいし・いきいき暮らしネットワーク
が受領する仕組みである．ちなみに過去 3年間の販売金額は，2014年度が 4,243,700円，2015年度
が 3,977,400円，2016年度が 4,257,500円である 7）．
企業側として運行業務を担当する有限会社雫石タクシーは，9人乗りジャンボ車両 3台，4人乗り
小型車両 4台で運行している．運行路線は全 6路線（御明神線，西山線，西根線，小岩井線，鴬宿線，
































21,437名であり，1日平均利用者数は 86.8人であった．しかし 2005年 7月から土日祝祭日も運行開
始になったこと，路線延長やバス停増設，ダイヤの増便，予約のしずらさの改善，さらには PR効果
もあり 2004年は 29,928名に増加している．1日平均利用者数は 89.3人になった．平日のみの 1日平
均利用者数は 111.1人と急増している．それ以降利用者数は増加し，利用者数が最大になったのは
2007年で 32,500人，平日の 1日平均利用者数は 116.9人という結果になった．ただそれ以降は逓減









































































































































Rural Transport Services on the basis of the Collaboration of 
business and NPO and government
Toshihiro SASAKI
ABSTRACT
The objective of this research is to analyze the collaboration process of rural transport services called “Aneko bus”. The 
process of introduction of the peculiar bus system, the contents of business model, and performance of Rural Transport 
Services became clear by cese study.In running “Aneko bus”, the governmental administration shares the role between NPO 
and the contractor efficiently. The success of these sharing system in the basis of equality relationship, common purposes, 
and incentive setting among business and NPO and government.
